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     この冊子の聖句は新改訳聖書第三版を使用しています 

※翻訳・編集以外でも協力して下さっている兄弟姉妹がいます 
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１２月２３日（月） 

神 の 家 を 建 て る 
 

聖書朗読 エズラ記 ４：６～２４ 

 私たちは神の協力者であり、あなたがたは神の畑、神の建物です。 

コリントⅠ ３：９ 

 エレミヤが預言したように（エレミヤ ２５：１～１２、29：１０）

神の民はバビロンで７０年もの間、捕らわれていました。イザヤが預言

したように（イザヤ 45：1、13）神はペルシヤ王クロスを立てられ、彼

らを捕囚から解放され、祖国に帰ることを許されました。 

 彼らは、イスラエルに神殿を再び建てるというはっきりとした目的を

もって帰国しました。大きなお祝いと共に、神殿の土台は築かれまし

た。しかし、偽の情報をもって、神の民の敵がクロスに訴えたので、お

祝いは短い期間で終わり、神殿の再建築は１６年もの間、中断されまし

た。この間、人々は元の暮らしに戻っていき、神殿再建のプロジェクト

は何年もの間、忘れられました。 

 今日、そのようなことが私たちの生活にもあるのではないでしょう

か。私たちの神の御国のための御用をないがしろにしてはいませんか。

ほとんどの人は忙しい生活を送っています。私達の時間をふさぐもの

は、たくさんあります。緊急の課題のために、大切なことをないがしろ

にすることがよくあります。神の御国を建てるという、私達に与えられ

た仕事を簡単に怠ってしまいます。周囲の喧騒によって、神の仕事を妨

げられないようにしましょう。 

 

讃美歌  Ⅱ ４５ いしずえゆるがぬ 

祈  り  お父様。この世界にあなたの家を建てるという仕事を与え

られた私達を祝福してください。大切ではないものを優先する

という誘惑から私達を守ってください。私達があなたから任さ

れた仕事を全うできるよう力を与えてください。キリストの御

名前によって。アーメン。 

 

    テネシー州 ヘンダーソンビル ／ セラーズ S・クレイン Jr 

 



１２月２４日（火） 

神 の 召 し を 認 識 す る 
 

聖書朗読 ネヘミヤ記 １：１～１０ 

 私はこのことばを聞いた時、すわって泣き、数日の間、喪に服し、断

食して天の神の前に祈って、    ネヘミヤ １：４  

                                             

  ネヘミヤ記１章には、荒廃したエルサレムの城壁を再建するという

ネヘミヤの大きな使命について書かれています。神がネヘミヤの人生の

目的について、彼に伝えられたと私は思い込んでいましたが、よく読ん

でみると、そのようなことは書かれていません。ネヘミヤの召しは、単

に彼の心にあった重荷から生まれたものでした。ネヘミヤは、そこに大

きな必要があると聞き、彼のきよい良心が彼に行動を起こさせたのです。 

  ここアラバマ州では、酷い竜巻の災害の際に、同じようなことが起

こりました。クリスチャンは、時間や資源を犠牲にして隣人を助けてき

ました。ネヘミヤのように、私達もまた心の重荷によって召しを与えら

れるのです。 

  信仰と神の御言葉によって鍛えられた心が行動を起こさせようとす

る時は、行動を起こしましょう！ このような時には、“あなたの心に

従え！”と言う思いを実行に移しましょう。 

 

讃美歌  ２７１ いさおなき われを 

祈  り  父なる神様。周りの人達が必要とすること、そして、あな

たが私に何を望んでおられるかに敏感であれますように。誰かが何か

を必要としているのを見ることによって、私が心に重荷を負うとき

は、一歩踏み出し、それに応える勇気を持

てるよう、助けてください。イエスの御名

により。アーメン。 

 

    アラバマ州 フローレンス ／ 

ケリー・ウィリアムズ 

１２月２５日（水） 

愛 し 信 頼 し 行 動 す る 
 

聖書朗読 エステル記 ４章 

 たとい法令にそむいても私は王のところへまいります。私は、死なな

ければならないのでしたら、死にます。  エステル ４：１６                     

 

エステル記には驚くべき勇気と信仰の手本を見ることができます。若

いユダヤ人の王妃エステルは、同胞の民を全滅から救うために、自らの

命を危険にさらしました。いとこのモルデカイから、アハシュエロス王

に嘆願するように言われた時、彼女は召されずに王のところに行けば、

死刑に処せられると知っていました。でも、大胆に宣言しました。『私

は、死ななければならないのでしたら、死にます。』（１６節）彼女は

神に対する深い信頼によって、勇気を持つことができたのです。 

 エステルの話は、私達も自分の人生において勇敢でありたいと思わせ

ます。エステルのように、私達も発言したり立場を明確にすることによ

って、厳しい状況に追い込まれることがあるかも知れません。彼女の手

本は、神の力に頼るよう、そして、他の人の幸福を優先させるよう私達

を励まします。 

 このような自己犠牲の愛と勇気は、イエス・キリストによっても示さ

れました。イエス様は究極の愛の行いをもって、自らの命を進んで捧げ

てくださいました。キリストに従う者として、私達も自己犠牲を通して、

勇気ある行動をしなければなりません。 

 反対にあう中でイエス様のために立ち上がる時、信仰のために個人的

な犠牲を払う時、そのような行いは、イエス様の教えに従い、神の御計

画を完全に信頼しているという献身のあらわれです。エステルの勇気と

イエス様の犠牲によって、私達も大胆に行動し、深く愛し、神の御計画

を完全に信頼するよう励まされましょう。 
  

讃美歌 Ⅱ ５６ 主はその群れを 

祈  り  主よ。必要な時は発言し、助け、立ち上がる勇気を与えて

ください。困難にある人を見る目を与えてください。イエスの

御名により。アーメン。 

  

                       カリフォルニア州 

サクラメント ／ トレイ・ジョンソン 



 

１２月２６日（木） 

主 は 聖 な る 宮 に お ら れ る 
 

聖書朗読 詩篇 １１篇 

 しかし主は、その聖なる宮におられる。全地よ。その御前に静まれ。                                                

ハバクク ２：２０  

                                                 

  天の御座から、主は人間を見つめておられます。主は私達が何を考

え、話し、何をするか知っておられます。私達の行動を見れば、私達が

何を考えているかがよくわかります。御言葉を熟読し、助けを求めて祈

る時、私達は思考と行動を神の忠実なひとり子に倣うことができます。

正しいことをするよう、辛辣ではなく柔和であるように努めましょう。

神の御顔を見ることができるよう、全ての行いにおいて親切でありまし

ょう。 

  使徒パウロは言いました。『私たちは生ける神の宮なのです。』

（コリントⅡ ６：１６）目の前におられる主の御体に対するのと同じ

ように、自分の身体を扱いましょう。あなたの身体と魂を、より主に喜

んでいただけるように、正しい行いをすることに献身しましょう。 

あなたの御座の陰で あなたの聖徒たちは安全に住んでいます 

  あなたの御腕だけで十分です 我々の守りは確かです 

        ―アイザック・ウォッツ* 

 *編注：イギリスの牧師、讃美歌作家。《もろびとこぞりて》の作詞者。 

 美歌《神よ、過ぎ去りし頃からの私たちの助け》より。 

       

讃美歌  ４９８ あぁ みたまよ 

祈  り  聖なるお父様。生きた供え物として私達をあ

なたに捧げられるよう助けてください。あなたに、よ

り敬虔であり、自分の体をあなたの宮として扱うこと

ができるよう、助けてください。イエス様の御名前に

よって。アーメン。 

 

  テキサス州 パリス ／ ダイナ・ロウランド・ボーダー 

１２月２７日（金） 

単 な る 私 の 欲 望 
 

聖書朗読 詩篇 ２３篇 

 主 は 私 の 羊 飼 い 。 私 は 、 乏 し い こ と が あ り ま せ ん 。             

詩篇 ２３：１ 

 

私達は現代社会において、あらゆる形のメディアから次の新しい物を

買うように促されます。高速道路から見える看板、広告やソーシャルメ

ディア、ネット上のコマーシャル、これらは、私達の生活には何かが欠

けていると思わせようとします。  

 問題の核心は、私達が主に従うかではなく、何を所有していることの

方が重要であるという錯覚に陥ってしまうためです。羊飼い以外に必要

なものはないのに、私達は自分の満足感のために買い物をするかもしれ

ません。私達の強さは、シンプルさにあります。必要なのはイエスだけ

です。それ以外は余分なのです。或る物を手に入れたら、次にそれ以上

の物を買う必要はないのです。羊飼いは十分に満たしてくださるのです。 

欲しい物ではなく必要な物、すなわち低消費の暮らしを心掛ける人も

います。最小限の暮らしの一番のテーマは、最小限のもので、より多く

のことをすることで、人と人との関係を重要視します。最近になって最

小限の暮らしに人気が出てきましたが、これは新しいアイデアではない

のです。これは、沢山のクリスチャンの家族の暮らしに見られるものな

のです。 

神は私達を養ってくださると約束されました。私達は、今ある物を神

に感謝して一日を始められるのです。主にあって、私達は必要なものを

全て持っているのです。主だけで十分なのです。 

 

讃美歌  ３５４ かいぬしわが主よ 

祈  り  全ての父よ。私の生き方をもって、愛と信仰をあなたに見

せられるように助けてください。神様、欲望を簡素化してくだ

さい。私の心の欲望がもっと物を求める時、私がもっとあなた

を求められるように助けてください。私が何か欠けていると信

じる時、私に必要なのはあなただけだと思い出させてください。

イエス様の御名によって。アーメン。 

サウスカロライナ州 コロンビア／マーク・ヤング 

                                                                    

 



１２月２８日（土） 

し っ か り と つ か ま っ て い る 
 

聖書朗読 詩篇 ２７篇 

 愛には偽りがあってはなりません。悪を憎み、善に親しみなさい。  

ローマ 12：9 

 

 私は、秋に葉の色が変わる庭のカエデの木を見ることを、毎年楽しん

でいます。紅葉は何週間にもわたって、私たちに喜びを与えてくれま

す。冬が近づくと、木に残った葉は、落ちまいと、木から離れずにいる

ように見えます。 

 木に“しがみついている”葉っぱを見ながら、私は『善から離れない

ようにしなさい』という神の御言葉を思い出します。この箇所は似た言

葉を使って、くっつく、しっかりつかむ、離れないようにする、などと

も別の聖書の訳には記されています。これらの言葉は、献身、信仰、神

に頼り頼むことの大切さを教えてくれます。 

 ダビデは、私達の父である神を信頼することを私達に勧めます。私達

は、恐れることはありません。神は私達が困難にある時には、私達を隠

れ場に隠し、岩の上に上げてくださいます。この詩篇をダビデは、主の

いつくしみを見るのだというメッセージで終え、神に従う者達に、主を

待ち望み、雄々しくあれと強く勧めています。日々、離すことを拒ん

で、神にしっかりとつかまっていましょう。神の強さにあって立ちまし

ょう。 

 

聖 歌 456 さかえの王にます主の 

祈 り  親愛なるお父様。私達の命の源であってくださり、ありがと

うございます。日々の生活の中で、私達があなたの光であり、

信頼をもって救い主につかまっていられますように。喜びと安

らぎを経験できることを感謝します。周りの人た

ちとイエス様を分かち合えますように。救い主イ

エス様の御名前によって祈ります。アーメン。 

テネシー州 キングストン／W スコット・

ウッドリー                       

１２月２９日（日） 

主 を 待 ち 望 む 
 

聖書朗読 詩篇 ３３：２０～２２ 

あなたがたも耐え忍びなさい。心を強くしなさい。主の来られるのが近

いからです。  ヤコブ ５：８                                       

                                                    

 待つことは得意ですか。それはあなたの長所の一つですか。私は待つ

ことが苦手です。それは、私が努力しなくてはいけない事の一つです。

あなたは、病院での検査結果、修理工場での修理や請求書のことで待た

なければならないことが度々ありイライラしたことがあったかもしれま

せん。私達は待つことが好きではありません。 

 聖書は私達に待ちなさいと言っています。私達は忍耐強くあり、主が

来られることを心にはっきりと留めておかなくてはいけません。主は、

私達が５０代の時に来られるかもしれないし、８０代の時に来られるか

もしれません。もしくは、私達が生きている間には来られないかもしれ

ません。神は、待っている間の私達を助けるために、御言葉を与えてく

ださいました。神が私達に何をしてほしいか、考えてほしいか、私達は

知っています。私達は主を信頼し、主は主の時機、一番良い時に来られ

ることを知らなければいけません。 

 それまでは、主を待ち望みましょう。私達はそれを急がせたり、私達

の都合の良い時に起きるよう願ったりはできません。私達は、収穫を待

つ農夫のように忍耐強く待たなくてはいけません。忍耐強くあり、神が

あなたに持っておられる御計画を信頼しましょう。 

 

讃美歌 39 日くれて四方はくらく 

祈  り  親愛なる天のお父様。あなたを待つために、もっとあなた

を信頼できるよう助けてください。私にとって一番良い事を知

っておられることを知りつつ、あなたを信頼し、より頼みます。

私が忍耐不足の時に赦してくださってありがとうございます。

イエスの御名前によって祈ります。アーメン。              

                  テネシー州 ナッシュビル ／ 

ジョシュ・バーネット 


